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知事随想

　
「
石
川
が
持
つ
『
地
域
力
』
の
豊
か
さ
に
感
動
し
た
」。

本
年
八
月
に
石
川
県
能
登
の
七
尾
市
で
開
催
さ
れ
た
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
環
境
大
臣
な
ど
有
識
者
が

集
ま
る
国
際
会
議
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
環
境
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
）」
の
席
上
、
議
長
を
務
め
る
川

口
元
環
境
大
臣
が
、
能
登
の
里
山
里
海
や
伝
統
的
な
キ
リ
コ
祭
り
を
体
感
し
て
、
述
べ
た
言
葉
で
あ
る
。

　

石
川
県
は
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
。
鳥
や
昆
虫
が
え
さ
を
つ
い
ば
む
田
ん
ぼ
や
畑
、
神
秘
的
な
林
や

森
、渡
り
鳥
が
羽
を
休
め
る
湿
地
や
湖
沼
、日
本
三
名
山
の
一
つ
霊
峰
白
山
、イ
ル
カ
が
泳
ぎ
廻
る
透
き
通
っ

た
日
本
海
、
こ
れ
ら
は
、
石
川
の
「
地
域
力
」
の
大
き
な
源
泉
で
も
あ
る
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
、
土
、
草
、
虫
、
鳥
、
魚
た
ち
と
戯
れ
、
歓
喜
す
る
こ
ど
も
た
ち
の

姿
を
見
る
た
び
に
、
石
川
県
、
日
本
全
国
、
そ
し
て
、
こ
の
地
球
に
住
む
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
い
の
ち

響
く
豊
か
な
自
然
を
、
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
思
い
を

ず
っ
と
抱
い
て
き
た
。

　

川
口
元
大
臣
が
感
動
さ
れ
た
「
里
山
」
や
「
里
海
」
は
人
が
適
度
に
手
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
豊
か
な
自
然

が
守
ら
れ
、
あ
る
い
は
、
豊
か
な
海
の
恵
み
を
利
用
し
な
が
ら
、
生
活
や
生
産
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ

う
し
た
「
身
近
な
自
然
」
を
地
域
一
体
と
な
っ
て
守
り
、
そ
し
て
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

そ
の
こ
と
が
、
人
と
自
然
の
共
生
、
ひ
い
て
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
な
が
る
と
の
思
い
で
、
石
川
県

で
は
、
自
然
保
護
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
農
林
漁
業
の
振
興
、
景
観
の
保
全
、
地
域
振
興
な
ど
幅
広
い
視
点

か
ら
、
部
局
横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
具
体
の
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

例
え
ば
、「
生
物
多
様
性
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
森
林
環
境
税
に
よ
る
森
林

整
備
、
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
農
業
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
、
里
山
を
活
用
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
、
県
内
七
つ
の
エ
リ
ア
を
、「
先
駆
的
里
山
保
全
地
区
」
に
選
び
、
地
域
独
自
の
里
山
保
全

の
取
組
み
に
対
し
て
支
援
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
取
組
み
を
育
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

石
川
県
に
は
、
幸
い
な
こ
と
に
、
里
山
里
海
の
保
全
に
熱
心
な
地
域
の
皆
さ
ん
、
十
年
以
上
も
前
か
ら
里

山
保
全
の
研
究
を
続
け
て
い
る
金
沢
大
学
、
そ
し
て
、
昨
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
国
連
大
学
高
等
研
究
所
の

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
研
究
機
関
が
存
在
し
て
い
る
。
地
域
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
始

石
川
の
里
山
里
海

～
生
物
多
様
性
の
世
界
の
リ
ー
デ
ィ
グ
モ
デ
ル
に
～
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石 川 の 里 山 里 海
～ 生 物 多 様 性 の
世 界 の リ ー デ ィ
グ モ デ ル に ～

め
て
い
る
こ
う
し
た
動
き
を
更
に
大
き
な
も
の
と
し
、
国
際
生
物
多
様
性
年
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
条
約
第

十
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
）
が
開
催
さ
れ
る
二
〇
一
〇
年
を
当
面
の
目
標
と
し
つ
つ
、
中
長
期
的
な

展
望
を
持
っ
て
、
石
川
の
里
山
里
海
の
保
全
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

私
は
、
昨
年
五
月
、
国
連
大
学
高
等
研
究
所
の
依
頼
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
行
わ
れ
た
生
物
多
様

性
条
約
第
九
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
）
の
関
連
会
議
に
お
い
て
、
石
川
県
の
里
山
里
海
の
保
全
の
取
組

み
を
紹
介
す
る
機
会
を
得
た
が
、
世
界
各
国
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
予
想
を
上
回
る
日
本
の
里
山
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
に
正
直
言
っ
て
驚
い
た
。

　

会
議
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
在
住
の
生
物
多
様
性
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
の
所
長
か
ら
は
、「
日
本
の
里
山

保
全
の
取
組
み
を
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
発
言
も
あ
り
、
そ
の
後
、
石
川

県
の
能
登
を
訪
問
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
生
物
多
様
性
条
約
の
事
務
局
長
で
あ
る
ジ
ョ
グ
ラ
フ
氏
に
も
、
昨
年
と
今
年
の
二
度
に
も
わ
た
り
、

能
登
の
里
山
や
里
海
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
。
同
氏
か
ら
は
、「
能
登
の
里
山
や
里
海
は
世
界
に
先
駆
け

た
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
最
善
の
方
法
）
と
し
て
国
際
貢
献
で
き
る
」
と
エ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
。
こ
れ
は
、

能
登
の
み
な
ら
ず
、「
日
本
」
の
里
山
・
里
海
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
に
対
す
る
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
を
受
け
継
ぎ
、
生
き
物
か
ら
の
恵
み
を
享
受
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
レ
ベ
ル

の
取
組
み
と
同
時
に
県
境
や
国
境
を
越
え
た
連
携
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
佐
渡
島
で
放
鳥
さ
れ
た

ト
キ
は
、
海
を
越
え
、
新
潟
、
長
野
、
宮
城
、
福
島
、
山
形
、
富
山
な
ど
、
棲
み
や
す
い
生
息
場
所
を
探
し

て
日
々
飛
び
回
っ
て
い
る
。
生
き
物
に
と
っ
て
は
、
県
境
も
国
境
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

愛
知
県
・
名
古
屋
市
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
に
併
せ
、
生
物
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
「
国
際
自
治

体
会
議
」
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
機
会
を
生
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
の
枠
を
越

え
て
同
じ
志
を
持
つ
も
の
同
士
が
集
ま
り
、
手
を
携
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
地

道
な
取
組
み
が
日
本
全
国
に
拡
が
り
、
我
が
国
が
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
で
あ
る
生
物
多
様
性
の
保
全
に

大
い
に
貢
献
で
き
る
と
、
私
は
確
信
し
て
い
る
。

　

約
四
ヵ
月
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
任
務
を
終
え
た
宇
宙
飛
行
士
、
若
田
光
一
さ
ん
が
、
地
球

帰
還
の
第
一
印
象
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。「
ハ
ッ
チ
が
開
い
た
後
、『
草
の
香
り
』

が
シ
ャ
ト
ル
に
流
れ
込
み
、
地
球
に
優
し
く
迎
え
ら
れ
た
」。

　

美
し
く
、
優
し
い
地
球
を
子
々
孫
々
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
こ
の
地
球
に
住
む
私
た
ち
の
未
来
の

世
代
に
対
す
る
責
任
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
、
石
川
の
里
山
里
海
が
、

生
物
多
様
性
の
世
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
る
。


